
 
 
 

 

1 月 24 ⽇、昨年の 12 月に実施された JLPT（⽇本語能⼒検定）の合格発表がありました。 

今回の JLPT では、N1 に 2 名、N2 に 20 名、N3 には 36 名が合格しました。N1 に合格した 2 名のうち
1 名は、2 期生の Ha Duong Giang さんです。Giang さんは⽇本コースに在籍する数少ない男子学生であ
り、⽇本コースで初めて N1 に合格した男子学生となりました。⼥子学生の多い看護という分野で頑張る
男子学生の活躍が楽しみです。もう 1 名の N1 合格者は、3 期生の Tran Thi Mai Anh さんです。彼⼥は
2016 年 12 月に実施された JLPT で 180 点中 175 点という非常に優秀な成績で N3 に合格して以降、
2017 年 7 月の JLPT で N2 に合格し、そして今回 N1 に合格しました。これは⽇本コース始まって以来の
最短合格で、Anh さんの頑張りに驚き感服するばかりです。 

⽇本コース初の成果をおさめた 2 名だけでなく、N2・N3 に合格した 56 名に大きな拍手を、そして今回
悔しい想いをした学生たちには、気を落とすことなく前を向くためのエールをおくります。 

半年に⼀度の JLPT は、毎⽇の努⼒で⾝につけた⼒を試し証明する絶好の機会であり、また⽇本の看護師に
なるという目標に向けて絶対に超えなくてはならない試練でもあります。結果は様々でしたが、次の JLPT
では 1 人でも多くの学生が笑顔になれるよう願っています。 
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ベトナム国タイビン省にある国⽴タイビン医科薬科大学と当社との共同事業であるベトナム人看護師養成事

業について、最新の情報をお届けします。 
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グループワークに取り組む学生 

さまざまなことに適用できる内容ですが、今回のテーマは『⽇本語学習』で
す。時間管理を軸に、各⾃で効果的な学習⽅法を考えました。 

まだ⽇本語学習を始めて半年⾜らずの 5 期生ですが、今回学んだことを今後の
学習に活かし、実践・振り返りを重ねて、⾃分だけのタイムマネジメント⽅を
⾝につけていってくれたら嬉しいです。 

⽇本コースの学生は、専門科目と⽇本語学習を両⽴させなくてはなりません。
それはとても大変なことです。タイムマネジメントセミナーに限らず、今後も
様々な形で、学生たちをサポートできるよう体制の強化をしていきます。 

タイムマネジメントセミナーをタイムマネジメントセミナーをタイムマネジメントセミナーをタイムマネジメントセミナーを実施実施実施実施しましたしましたしましたしました    

1 月 27 ⽇・28 ⽇の 2 ⽇間にわたり、5 期生を対象としたタイマネジメントセミナーを実施しました。このセミナー
は、今後の⽇本語の学習に役⽴ててもらえるよう、外部講師を招いて毎年 1 年生を対象に実施しているものです。 

セミナーでは、まず目標・目的を明確にすることから始めます。その上で、今の⾃分の知識や能⼒を分析して強みや
弱みを知っていきます。⾃分の状況と目指す姿を把握できたら、次は時間の使い⽅についてです。⾃分のするべきこ
とを整理し、限られた時間の中で適切な優先順位をつけるための⽅法を学びます。そして、目標・目的に対してより
効果的かつ効率的な時間の使い⽅を考えます。 

学生たちは少人数のグループにわけられ、全体に向けた講話と、グループワーク、そしてゲームを通じて、楽しく多
角的に学ぶことができました。それぞれが⾃分⾃⾝と向き合い、考えることで、より深い理解へとつながっていった
ようです。 


